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２．２０１５年度の研究活動報告 

（和文） 

本研究では，本学に近接しており，且つ，濠のもつ特有の課題，すなわち周辺地域の都市化

による流入水量，流入経路の変化と流入水質の悪化による水質汚濁，悪臭の発生という課題を

持つ「外濠」を事例として，安心して安全に親しめる水辺空間に再生する技術とこれを活かす

ためのグランドデザインを提示することを目的としている．  

今年度水理部門では，3D.CAD を用いて下水吐口付近，及び各濠を繋ぐ越流堰の構造を確認

した上で水位観測地から各濠への流入量の逆算を行った.その結果，上流側に位置する市ヶ谷濠

が最も未処理水の流入量が多く，さらに流入量と降雨強度の関係から，凡そ 15mm/h 以上の強

度の降雨が長時間継続すると，未処理水が流入するとが解明された．また，出水時における連

続観測結果から，栄養塩類の濃度は未処理水流入開始直後が最も高くなり，タイプ的には降雨

初期に高濃度の負荷があるファーストフラッシュ型であることわかった．  

水質浄化部門では，2014 年度から継続計測を開始した水質分析結果から水質の現状把握及び

評価を行った．その中で今年度は特に水質悪化の重要な要因と考えられる底泥に着目した酸素

消費実験及び栄養塩類溶出実験を開始した．その結果，底泥からの栄養塩類の溶出が外濠の水

質悪化に与えている影響が最も大きいことがわかった．さらに，安心して安全に親しめる空間

を創造するための目標水準を設定するために，生態系モデルを用いた数値シミュレーションを

行った．特に藻類調査の結果からは藻類の種類及び量に季節的変化があることがわかった．ま

た，外濠に適合する底泥の分解方法等水質浄化手法を検討するための室内実験を開始した．具

体的には，石炭灰を使用した浄化剤や鉄炭を用いた浄化剤などを用いて，各種浄化剤の浄化能

力の比較検証を行った．  

空間デザイン部門では，「外濠市民塾」と題した住民参加型ワークショップを定期的に開催し，

蓄積してきた学術研究成果を地域住民に公表しつつ，住民ニーズの把握に努めた．また，外堀

通り沿線のグランドデザインを提示するために，玉川上水及び渋谷川を含む広域的なデザイン

案（事業化案）の検討を行った．特に玉川上水については，外濠の水質浄化案の一つとして水

源としての玉川上水復活の可能性について，現状調査及び通水能力の数値シミュレーションを

行った． 

事業化検討部門では，今後外濠プロジェクトを事業化するためには新しい PPP 事業形式が求

められることから，新しい PPP 事業方式である LABV の適用可能性について検討を行った．

また，各部門の結果を基に「水循環都市東京に関する要望書」と題した提言書を作成し，関係

行政機関に提示すると共に，当該プロジェクト実現に向けての意見交換を行った．  

以上をもって，今年度の実施を予定していた本研究の目的は順調に達成できた．  

（英文） 

This study aims to elucidate the waterside environment and propose a grand design of outer 

moats of Yedo Castle where the water quality is e below the environmental standards of 

water quality made by the Ministry of the Environment. In order to fulfil the above 

objectives this year we have found that if a rainfall which beyond 15mm/h last for than an 

hour, sewage water will begin to flow into the moats. Furthermore, we have found that the 

nutrients released by sediment is one of the major factors of eutrophication problems in the 

Outer Moat. In addition, in order to predict the water pollution mechanism, we simulated it 

using the ecosystem model. This study has planned grand design and drew up a proposal 

letter based on study of results. 
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度の関係性に関する考察」，第 23 回地球環境シンポジウム講演集 23, pp.265-268, 2015.9 
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OUTER MOATS」，World Engineering Conference and Convention，2015.12 

〇福井恒明，「新聞記事上の江戸城外濠—都市の近代化に伴う社会的関心の変遷」，水都学 V，pp.201-220，
法政大学出版局，2016.3 
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〇山田正，「 江戸城外濠・神田川・日本橋川の現状と取組 そして夢」，法政大学エコ地域デザイン研究
所 2015 年度報告会・シンポジウム，2016.2 

〇福井恒明，「明治･大正･昭和期の新聞にみる江戸城外濠」，法政大学エコ地域デザイン研究所 2015 年
度報告会・シンポジウム，2016.2 
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